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２０２５年６月１４日 

◎令和７年度 東大和市災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

  

今年度で１２回目となる東大和市社会福祉協議会主催の、「東大和市災害ボランティア 

センター設置・運営訓練」が、０６月１４日にハミングホールにて実施されました。 

センターは「東大和市地域防災計画」により、大規模災害の発生時、市と社協とが連携

して、市民会館（ハミングホール）に設置することになっています。さらに社協は市と、「災

害時におけるボランティア活動に関する協定」を締結し、「東大和市災害ボランティアセン

ター設置・運営マニュアル」（最新版：R７．４．１）を作成して、センターの円滑な設置・運営、

災害復興を目指しています。 

今年度は、スタッフ役に約４０名、被災者役に１２名、後半の市民ボランティアに約５０

名で、合計１００名を超える方々で訓練が実施されました。特に市民ボランティアに幅広い

年齢層の方の参加があった事は、今後の活動に期待を持てる事と思います。今回は訓練

中に東大和市に在住の日本危機管理防災学会 一級危機管理士の吉江直樹様に「災害

は意地悪、想定外を想定する」でご講演がありました。以下訓練内容の報告を致します。 

          訓練が実施されたハミングホール玄関 

 

 

 

 

 

 

【前半（９：００～１１：４５）：本部要員を含め参加者５０名 

災害ボランティアセンターの設置、被災者からの電話相談受付】 

 スタッフの皆様で受付開始 

 

 

 

 

 

 

被災者支援班の方々が小ホールに集合 
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★災害ボランティアセンター設置図(レイアウト)；（小ホール） 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

★司会、あいさつ、流れの説明／確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★会場準備(参加者により会場の準備及び各種用具の支給を行った) 
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被災者支援班の結成 

ボランティア活動時の各種用具の配布完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★被災者からの電話相談受付 

各班毎の担当被災者場所及び被災状況(各班共に担当スタッフは４名) 

     １０時より被災者より電話で各班にボランティア出動要請があり、 

● 「ニーズ(電話)受付票」 

     の書式に従い被災者の要請内容を把握して同書式に記入後、スタッフ内で情報

を共有化して、現地調査に向かう。 

 

A班                          B 班 
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C班                        D班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 E班                         F班 
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G 班                         H班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ班                                被災者支援班の担当被災者区分 

 

 

 

 

    

 

 

 

被災者支援班の本部への現地出発確認 

 

受付；被災者支援班送り出し完了 

 

 

 

 

 

 

被災者支援班の担当被災者区分 

の行き先表示(白板一覧表) 
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★訪問調査状況（被災者役を訪問。「ニーズ（現地調査）受付票」記入）；４か所を視察 

B 班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H班  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I 班 
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「ニーズ（現地調査）受付票」完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成した「ニーズ（現地調査）受付票を本部への提出 

★本部・総務班 

   情報収集・発信、活動集計など、臨機応変の対応。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後半（１２：４５～１６：３０）：本部要員を含め参加者約５０名 

ボランティア役の市民ボランティアによる被災者支援】 

★被災地に赴くボランティアの受付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ボランティアへの貸与救難機材類 
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★集合、あいさつ、訓練説明（大ホール）  

  

 

 

 

 

 

★事前動画の投影(災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ関連)（大ホール） 
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★現地への送り出し 

大ホールから各班毎に退出状況 

 

A班                  B班                   C班  

 

 

 

 

 

 

D 班                 E 班                     F班 

 

 

 

 

 

 

G 班                  H班                   I班 

 

 

 

 

 

 

ロビーで各班毎の出発前ミーティング状況 
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各班毎に必要ボランティア支援機材の受け取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ボランティア活動支援班の訪問作業実施状況（被災者役を訪問。「活動報告」の作成） 

B 班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H班  
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I 班 
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★活動終了後の各班毎での個別反省会 

各班毎に「活動報告」の最終確認及びボランティア訓練の反省会を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★反省会 

              総司会者 

 

 

 

 

 

★個別反省会(ボランティア代表；参加６名代表からの感想) 

  (1)          (2)         (3)           (4)            (5)          (6) 
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 お話の要約は以下の通りです 

 １．実際に災害があった時の、人との対応方法について勉強できた。  

 ２． 机上のみでなく、実際の被災者との話す機会があった。 

 ３． 事前情報の欠如により、持ち帰り案件が発生した。 

４． チームメンバー数の検討、被災者に相応したメンバ-数の配置。 

 5.  被災者役に相応した電話対応の極めの細かの対応困難さを感じました。 

 6.  二回目の参加です。被災者に寄り添う気持ち、的確な役割分担が必要。 

 

★総評(今回の訓練の総評がされました) 

 (東京 VCの統一報告様式キントーンの更なる活用、携帯電話はスマホの活用を、若い

世代の一層の参加促進) 

 

 

 

 

 

 

 

★避難所支援講習会 

 東大和市在住の一級危機管理士；吉江様から以下の資料による講演がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市で使用の避難所仕切りテント 

 の展示  
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★参加賞(以下の物品が配布されました) 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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★訓練に使用された関連資料は以下の通りです。 
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